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ア メリ力における野外 教育 ・

野外 レク リエ ーションの現状

ウィリアム・ E・ニーポス事

(田中祥子訳)

私自身，日本の野外教育の現状とか，日本における

野外教育のカリキュラムに関心があり，今日は講演と

いうよりは，皆様のお話を伺いたいと思っています。

でも，まずは私なりに把握している米国における野外

教育の現場における実情と，最近の傾向なと1乙ついて

一時間ほどお話して，あとのディスカッションを長く

したいと思っています。

私はまだあまり円本の事情に明るくないのですが，

今まで読んだ文献とか，自分の観察を通じて感じてい

る乙とは，やはり余暇行動白体とりあげてみると，ア

メリカと日本とでは，あまり変っていないような気が

します。

私からのお願いですが，私も話している最中でも，

そうは思わないというような御意見がおありでしたら

すぐ，その場で，おっしャって下さい。

一般的にいえる乙とですが， 1960年代， 1970年代に

は多種多様な'余暇活動がアメリカでは試されました。

多分日本でも同じ乙とではなし、かと恩われます。それ

以後，経済的発展が止まり，レクリエーション活動へ

の参加度も減少しました。そして，現在， 1930年代に

入って大体安定した参加者数になってきたようです。

レクリエーション活動の一口にいっても，余暇にする

活動は何でも入ってしまいますから，多種多様である

し，その参加度についても人によって違います。

もっとも頻度の多い余暇活動といえば，やはりお金

をかけず短時間にできるというものが多いように思え

ます。具体的にいえば，テレビを見るとか，友人を訪

問する，散歩をするなど，手間がかからずできる乙と

です。皆に人気のある余暇活動ですが，その頻度から

いうと，ずっと少ないものの中1[，例えば，観光旅行

とかキャンプが入ってきます。一般的によく行なわれ

る余暇活動ですが回数からいえば 1年に 1度か 2度

という乙とではないかと思います。その他のレクリエ

ーション活動として，やる人は熱狂的にやるが，活動

に参加する人口はずっと少ないというものに，スキー，

水上スキー，など，大変お金も時間もかかるものがあ

ります。その点，日本も同じパターンのような気がし

ます。

米国における自由時聞について少々お話しましょう。

米国では一般に大体40時間一週間に働きます。それよ

り短かい人も勿論いますが，医者・弁護士とか，自分

で時間の調整のつく人の中では，それより長時間働い

ている人も少なくありません。つまり一般的傾向とし

て，ブルーカラーの人の仕事時聞はどちらかというと

短縮されてきているので，そのような人達の中で二

つの仕事を持っている人もいなくありません。特lζ郵

便屋さんlζその例を多く見ます。

休日のζとについていえば，米国では皆様御存知の

ように土・日は休みになっています。その上国民の祝祭

日，例えばワシントンの誕生日とかリンカーン誕生日

が土・日になった場合に金曜日に振替休日をとる乙と

になっています。休暇も仕事に関係なく誰でも 2週間

は続けてとれます。時には 2，3カ月一度に休暇をと

れる会社も稀にはあります。

停年はし、まは65才だったものが70才になっています。

しかし早く停年になって自分の自由時間を充分に楽し

みたいという傾向が見られるような気がします。

アメリカでは余暇産業が大きな仕事になっています。

乙れも，どとまで，何をもって余暇活動とするかとい

う定義がはっきりしないので，ど乙までを余暇消費と

するかも問題ですが，テレビの修繕まで入れると相手

の額のお金が動いています。
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余暇活動，自由時聞に関与している団体を大きく分

けて，だいたい 3つになります。 1つは官庁や州政府

市町村によってなされる公共レクリエーション，それ

から利潤を目的としないYMCAとかYWCAのよう

な民間団体によるレクリエーション，そして商業レク

リエーションです。公共レクリエーションに関しては

余暇関係の予算が削られる傾向になります。それによ

って公共レクリエーション関係の仕事も減ってきてい

る訳です。反対に商業レクリエーションの方法が増大

してきています。内容的にはどうかと見てみますと個

人の成長，つまり自己改善，自分がよりよき者になる

ζとに深くかかわったレクリエーション活動が増えて

きています。日本でも同じ様ですが，フィットネスと

かジョギングが大変流行しています。私の住んでいる

カリフォルニヤ州のサクラメントの近くにあるチコで

は人口 4万人の小さな町ですが，その中のフィットネ

ス・センターが3カ所もあります。重量上げとか，エ

アロピックスも，とても盛んです。

自己開発的プログラムが大変盛んだと申しあげまし

たが，学位をとる ζとなどが目的でなく，自分の楽し

みで色々なものを学習している人が多くなってきてい

ます。またストレス解消のために，ヨガとか，メテoィ

テーションつまり冥想だとかも盛んになってきていま

す。また身体の調子がよくなればストレスもなくなる

という考えから栄養学を勉強する人などフ。ログラムが

増えています。

また増化してきているものとして身障者のプログラ

ムがあげられるでしょう。決して新らしく，初められ

たものではありませんが，身障者のキャンプに強調が

置かれています。それと同時に高齢者のレクリエーシ

ョンも大変増えています。ジョギングを楽しんでいる

高齢者の姿をよくみかけます。

公共レクリエーション・プログラムの場合，最近の

傾向としてお金を支払って参加するプログラムが増え

ています。勿論，予算がカットされたというのが大き

な原因ですが，大人対象のフ。ログラムの場合は，安か

ろう，悪かろうの考え方もあるので，ある程度はお金

をとった方がよいという意見もあります。勿論子供対

象のプログラムは無料を原則とし，水泳場を使用する

とかいう場合は安い費用をとる乙ともあります。

皆が好んでする余暇活動にジョギングやフィットネ

スがあるとお話しましたが，その他テニスも盛んです

が，乙乙 7. 8年，ラケット・ボールというのが盛ん

になってきています。民間団体のレクリエーションと

して，乙のラケット・ボールが盛んになってきていま

す。

スキーやアルペンスキーも相変らず人気のあるプロ

グラムですが，最近は歩くスキー，クロスカントリー

も流行しています。

子供と大人を問わず盛んになってきているものにコ

ンビューター・ゲームがあります。ある本を読んでい

ましたら日本でも1980年代にボーリングがまた人気を

取りもどしはじめたと書かれていましたが，アメリカ

でも同じような傾向が見られています。

YMCA・YWCAのような民間団体では昔からや

っている乙とでしょうが，最近の傾向としてボランテ

ィアをいろいろな所で使うようになってきています。

それは予算のカットも大きく影響していると思います。

公共レクリエーションの場合で、もボランティアによる

ととろか多いのです。例えは国立公園や国営の森林局に

は必ずキャンフ。地があります。そとにはキャンプ地の

ホストがいます。新らしいボランティアの組織なので

すが，乙のキャンフ。地ホストと呼ばれる人達は，常に

キャンプ場iζいて，訪れるキャンパーにキャンプ場

の自然の解説をしたり，キャンプ用具の使い方を説明

したりしています。

また最近の傾向としては身障者のためのスポーツ・

プログラムとか，治療レクリヱーション，つまりセラ

ピュティック・レクリエーションが盛んになって来て

います。 1984年ロス・アンゼルスでのオリンピックの

年に，パラ・オリンピックも予定しています。アメリカ

では車椅子でバスケット・ボールをする人も増えてい

ます。身障者の方々が，他の人々と同じような生活が

できるようにという乙とを考えられており，スポーツ

の機会も多くあるし，仕事の可能性も以前よりずっと

増えています。法律でも身障者雇用は義務づけられて

います。公共施設は身障者が行動しやすいように車椅

子のためのスロープやエレベーターが年々増えていま

す。また盲人のための公園などあり，そ乙iζは香りの

張い草木が沢山植えてあり，草木の名前が全部点字で

も書かれています。

今，アメリカでレジャー・カウンセリングでという

のが，新らしい分野として現われz 大変人々との関心

を魅いていますが，現実にはそれほど実際に使われて

いる場面が少ないようです。レジャー・カウンセリン

グに関してはいろいろの意見があり，カウンセリング



の専問家でもないのにカウンセリングをするのは全く

ないという意見と，一方にはレジャーとは余暇とかい

う問題は全人格の中で，大変大切な部分だから，それ

を含めてレジャー・カウンセリングは必要だという考

え方もあります。つまりまだ行く道がはっきりしてい

ないというのが現実のような気がします。

皆様が一番関心のあると乙ろだと思うのですけれど，

余暇教育というものも，定義の大変しにくい問題なので

よく話されてはいますが，いま一つはっきりしないと

とろがあります。実際アメリカでは1918年という昔か

ら学校において余暇教育というものがなされている筈

なのですが，まだまだ完全に組織的になされていると

はいえません。 1+ 1 = 2という具合に答えがでてく

るものではないので，なんとなくぼやけた部分がある

のが現状です。

最近の傾向としてキャンプとが環境教育とかいう場

合に一番初めに出てくるのは，やはり定着キャンプで

す。 1カ所IC定着してそ ζでプログラムの展開すると

いう形です。その場合，大体は子供対象のフ。ログラム

が多くて 1週間から 2週間。水泳をしたりハイキング

をしたり，テント張りから飯盆炊飯まで野外活動に必

要ないろいろな技術を身につけていくのです。その種

のキャンプは決して増化しているとはし、えません。民

間団体でもやはり参加者数を増すようなフ。ログラムを

いろいろと考えています。そ乙で特殊キャンプが増え

ています。肥満児のためのキャンプとか，コンビュー

ターの腕を上げるキャンプとか，テーマを一つにしぼ

ってやるキャンプが多くなってきています。

アメリカの場合は「シェラ・クラブJという山岳会

とか r大自然の会Jというと乙ろが主催しているキ

ャンプなどいろいろありますが大きく分けて三つのと

とろが野外教育に関っているといえましょう。一つは

安全教育を大きな柱と考えている学校教育の一環とし

てのキャンプですが乙れをフォーマル・エジュケイシ

ョンと呼びましょう。もう一つに昔から青少年団体が

やっているもので，自然をよりよく理解するという乙

とをフ。ログラムの主眼点としてプログラム展開を考え

ている場合が多いようです。第三には国立公園とか営

林署がお乙なっている場合で，その自然をより良く利

用できるよう，施設など建て，その土地の地理・気候

・動植物・歴史などの紹介をおもにする。つまり野外

解説の企画です。

環境教育に関しでも予算がカットされ，以前のよう
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にはできない現状にありますが，指導者の養成だけは

大切な分野なので，皆真剣にとりくんでいます。

最後に野外教育，レクリエーション教育に関するカ

リキュラムにふれてみましょう。カナダとアメリカで

4年制大学において，レクリエーションとか公園に関

して学位のとれると乙ろが約300校あります。また短

期大学(2年制の大学ですが，日本の短大のイメージ

とは異なり 2年制を終って4年制の大学IC行き，勉

強を続けるケースが多い。)でレクリエーションを専

攻できる大学が約 200校あります。大学院をもってい

て修士のとれるところは 115校，その上博士号までと

れる大学は20校あります。 1981年， 1982年頃の卒業生

の数ですが 4年制を卒業するものが 1万8千人，修

士課程を終えるものが約2千人，そして博士課程に在

学している学生が3百人ほどいます。その学生の男女

数は以前は男性の方がずっと多かったのですが，最近

は半々といっていいでしょう。教授障を見ても半分ま

ではまだいっていませんが， 65%は男性教員で35%は

女性教員という比率です。

レクリエーションは何学科に属しているかという乙

とをお話しましょう。保健・体育・レクリエーション

科つまり HPERと略して呼ばれている科に属してい

るケースが一番多く，全体の;といわれていますが，

最近は減りつつあって，どちらかというと教育学の中

に入っているケースが増えています。現在でも30%は

教育学の中lζ入っています。また余暇とレクリエーシ

ョンの関係の中で公園のレインジャーになったり，そ

の他公園l乙関係する部門の場合は，一般に農学部iζ入

っていることが多いようです。

19130年代， 70年代は，レクリエーション関係の学生

は増化し続けていましたが， 1980年代の調査によると

反対に減少している傾向があります。面白い乙とに，

博士号に関しては少しづ、つでtすが，増えている傾向に

あるようです。 2年生の短期大学の場合は確かに減っ

ています。 2年間の勉強では，レクリエーション・リ

ーダーの養成は無理だと思われています。

レクリエーションとは幅が広く，分野といってもい

ろいろありますが，その中で最近増えつつあるのは商

業レクリエーションを専攻する学生です。卒業してか

らの就職を考えた時，最近は乙の分野に可能性が増し

てきたからです。

1977年に新らしく始まったものですが，全米公園レ

クリエーション協会は，国家的レベルでのレクリエー
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ション学科の認可規定を作り認可大学を定める乙とを

はじめました。今はまだ34校が認可大学で，いま26校

が申請中です。

治療レクリエーションの場合は特に免許制をとるよ

うにと考えられはじめています。現在は，レクリエー

ション療法士の資格を持っている方が望ましいという

程度ですが，将来は資格証なしではできないという乙

とにしていきたいと考えています。




